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山間の観光地において、グリーンスロー
モビリティを周遊交通に採用することで
体験の満足度も高めている事例

京都府 和束町

　

茶
葉
は
品
質
管
理
上
、
収
穫
後
す
ぐ
に
製
茶
場
に
持
ち
込
む

必
要
が
あ
っ
た
が
、
観
光
客
の
自
家
用
車
が
茶
畑
内
の
狭
い
道

で
立
ち
往
生
し
て
農
業
者
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
解

決
す
る
た
め
、
２
０
１
７
年
か
ら
実
証
実
験
を
行
い
つ
つ
料
金

や
コ
ー
ス
を
決
定
。

導
入
の
背
景

13
京都府
和束町

　

茶
畑
の
景
観
が
人
気
の
観
光
地
に
お
い
て
、
低
速
・
排
ガ
ス

を
出
さ
な
い
・
開
放
的
と
い
う
グ
リ
ス
ロ
の
メ
リ
ッ
ト
に
着
目
。

　

幅
員
の
狭
い
道
路
が
続
く
茶
畑
の
中
の
道
路
を
農
作
業
車
専

用
と
し
た
上
で
、
観
光
客
向
け
に
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
カ
フ
ェ
、

物
販
場
所
等
を
周
遊
す
る

「茶
畑
周
遊
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」
を
ゴ

ル
フ
カ
ー
ト
型
の
グ
リ
ス
ロ
車
両
を
活
用
し
た
自
家
用
有
償
旅

客
運
送
に
よ
り
導
入
し
、
観
光
と
農
業
の
共
存
を
実
現
し
て
い

る
。
ツ
ア
ー
は
約
８
㎞
の
コ
ー
ス
を
75
分
か
け
て
周
遊
す
る
完

全
予
約
制
で
、
３
月
〜
11
月
の
土
日
祝
日
の
予
約
が
あ
る
場
合

の
み
、
１
日
最
大
４
回
運
行
し
て
い
る
。
地
元
バ
ス
会
社
の
奈

良
交
通
株
式
会
社
と
連
携
し
て
、
バ
ス
の
乗
車
証
明
書
を
提
示

す
る
と
大
幅
な
割
引
を
行
う
施
策
も
利
用
者
増
加
に
貢
献
し
た
。

概
要

　

和
束
町
が
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
登
録
を
受
け
て
運
送
主

体
と
な
り
、
運
行
に
つ
い
て
は
和
束
町
商
工
会
に
委
託
。
運

転
手
は
観
光
案
内
所
の
職
員
が
担
い
、
ガ
イ
ド
を
行
う
。

運
行
方
法

　

農
作
業
へ
の
悪
影
響
を
抑
え
つ
つ
、
観
光
客
の
周
遊
手
段
を

確
保
し
、
観
光
施
設
や
商
店
・
カ
フ
ェ
等
の
立
ち
寄
り
場
所
で

の
消
費
機
会
の
向
上
に
寄
与
。 

効
果

୬ুˡ茶畑

　

利
用
者
は
高
齢
者
が
中
心
で
冷
房
は
な

い
た
め
暑
い
時
期
は
避
け
ら
れ
る
傾
向
も

あ
る
。 

利
用
者
は
事
前
に
グ
リ
ス
ロ
の
こ

と
を
知
っ
て
計
画
的
に
利
用
す
る
人
よ
り

も
、
出
発
地
と
な
る
観
光
案
内
所
で
の
声

掛
け
で
利
用
に
つ
な
が
る
例
が
多
い
。

　

史
跡
、
複
数
の
茶
畑
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン

ト
、
カ
フ
ェ
を
経
由
し
、
経
由
地
で
の
立

ち
食
い
も
可
能
だ
が
、
食
事
等
を
す
る
場

合
に
は
待
機
は
し
な
い
。
立
ち
寄
り
場
所

で
は
お
茶
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
や
記
念
乗
車

証
の
進
呈
な
ど
、
満
足
度
向
上
の
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
る
。 

　

住
民
利
用
を
想
定
し
た
コ
ー
ス
設
定
の

実
証
実
験
も
実
施
し
た
が
、
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
、
一
般
道
の
走

行
時
に
速
度
が
出
せ
な
い
こ
と
等
か
ら
不

採
用
と
な
り
、
観
光
に
特
化
し
て
運
用
。

タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
運
行
を
担
う
住
民
向

け
乗
り
合
い
交
通
と
す
み
分
け
て
運
行
し

て
い
る
。 

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

人ࢩ Ȧ ȲȫȴȶȰ人

࿐୭ Ȧ ȵȳȭȸȲ⼰

人ྭࢩ度 Ȧ ȴȴȭȯ 人 Ȯ ⼰

茶ഘ˲ˡုঘ

費
用
負
担

　

和
束
町
と
し
て
の
事
業
費
は
年
間
２
０
０
万
円
程
度
。
車
両

購
入
費
に
は
環
境
省
の
補
助
金
を
活
用
。 

　

運
賃
は
大
人
１
０
０
０
円
で
、
奈
良
交
通
バ
ス
の
乗
車
証
明

書
が
あ
る
場
合
に
は
３
０
０
円
に
割
引
。
料
金
は
１
０
０
０
円

程
度
で
あ
れ
ば
利
用
す
る
と
し
た
回
答
の
多
か
っ
た
実
証
実
験

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
参
考
に
、
同
距
離
の
タ
ク
シ
ー
運
賃

の
半
額
程
度
を
目
安
に
設
定
。

ʚ和束町୬ুˡ茶畑ʛ ˢ ȱȯȰȴ年˞

ʚ日ྂ֠ঀʛ ˡ定˵受˄˒

̜ʏ̢̅提案ˌ˾̲̍̕

乗客˫ˢ乗車記念品̅呈ˊ˙ʷ˾

茶畑˫ˡ農作業車ֆچˡ

車両ˡ૭入̅ಣ֑ˌ˾ۻ๐ ̢̙͓͖ Șբમˢ̙ʏ̪͌͋ș ʾ˼ˡ景

ࡕ٤ࡕ٤
京都府

周遊交通

和束町・和束町商工会
■ 取り組み主体

■ 交通課題



Kyoto Ine

自治体の運営するデマンド交通が、
泊食分離も意識して観光客向けに実用化され、
観光協会（地域DMO）とも協力して案内
できている事例

京都府 伊根町

　

宿
泊
施
設
と
食
事
施
設
を
分
け
る
〝
泊
食
分
離
〟
を
進
め
て

い
る
伊
根
町
で
の
観
光
に
お
い
て
、
町
が
運
営
す
る
自
家
用
有

償
旅
客
運
送
の
デ
マ
ン
ド
交
通

「い
ね
タ
ク
」
が
宿
泊
施
設
と

食
事
施
設
間
の
移
動
手
段
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

農
泊
地
域
協
議
会
の
中
核
法
人

(地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
)
で
も
あ
る

伊
根
町
観
光
協
会
で
は

「い
ね
タ
ク
」
の
利
用
を
観
光
客
に
広

め
る
た
め
に
観
光
案
内
所
・
飲
食
店
・
宿
泊
施
設
等
の
観
光
関

連
施
設
を
通
し
た
案
内
を
進
め
て
い
る
。
観
光
客
は
、
こ
れ
ら

の
観
光
関
連
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
専
用
Ｑ
Ｒ 

コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
り
、
ウ
ェ
ブ
予
約
シ
ス
テ
ム
か
ら
利
用

登
録
す
る
こ
と
で
予
約
が
可
能
。
利
用
の
30
分
前
ま
で
予
約
可

能
だ
が
、
台
数
が
限
ら
れ
て
い
る
中
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
の
読

み
込
み
の
み
で
の
予
約
し
、
伊
根
町
来
訪
前
の
予
約
を
受
け
付

け
な
い
シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ
と
で
、
混
雑
や
急
な
キ
ャ
ン
セ
ル

な
ど
で
住
民
利
用
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
工
夫
に
よ
っ
て
、
ト

ラ
ブ
ル
な
く
運
営
で
き
て
い
る
。

　

「い
ね
タ
ク
」
の
支
払
い
は
、
伊
根
町
を
含
む
京
都
府
北
部
７

市
町
の
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
「海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
が
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
と
し
て
発
行
す
る
観
光
客
向
け
電
子
ギ
フ
ト

「海

の
京
都
コ
イ
ン
」
で
も
可
能
と
す
る
な
ど
、
観
光
行
政
に
お
い

て
も
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
を
観
光
客
も
使
え
る
移
動
手
段
と

し
て
認
識
し
て
活
用
を
進
め
て
い
る
。

概
要

　

町
が
運
送
主
体
と
な
る
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

(区
域
運

行
)。
予
約
管
理
を
含
む
運
行
に
つ
い
て
は
一
般
社
団
法
人
伊

根
町
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
に
委
託
。
運
転
手
と
し
て
第
２
種
運

転
免
許
所
持
者
・
国
土
交
通
大
臣
講
習
受
講
者
の
住
民
計
４
人

を
雇
用
。 

運
行
方
法

費
用
負
担

車
両
調
達
、
デ
マ
ン
ド
交
通
予
約
シ
ス
テ
ム
の
構
築 

:
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金 

再
エ
ネ
活
用
型
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
整
備
工
事 

:
経
済
産
業
省

補
助

(エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
・
転
換
理
解
促
進
事
業

補
助
金
) 

運
賃
収
入
(１
回
３
０
０
円
)に
加
え
、
国
土
交
通
省
補
助
(地

域
内
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業

(フ
ィ
ー
ダ
ー
系
確
保

維
持
国
庫
統
補
助
金
))、
伊
根
町
の
公
費
負
担
約
１
２
０
０

万
円

(起
債
に
当
た
っ
て
は
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
)  

導
入
経
費

運
行
経
費

●　●●

伊根町ˡ観光ষࡧ˚ʵ˾舟屋ˢ舟ʿ屋内˫入˿˾構造˚
宿泊˚ˀ˾施設˵ʵ˾

伊根町企٠観光課ಓߵ万ပغধ ȧठ ȩ ˛

ʚʷˠ̨̘ʛ 運転手

人ࢩ Ȧ ȰȫȸȰȳ人

࿐୭ Ȧ ȵȰȭȸȴ⼰

人ྭࢩ度 Ȧ Ȳȯȭȷȸ人 Ȯ⼰
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京都府
伊根町

京都府

༄庫ࡕ

舟屋群പཤ所ʾ˼ˡ࠘

伊根町

周遊交通

■ 取り組み主体

■ 交通課題

伊根町観光協会事ྷ್ȗ

ຑধࣂശݚ

Kyoto Ine

　

町
営
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
運
行
し
て
い
た
が
、
本
数
が
少

な
く
休
日
運
休
で
あ
る
こ
と
や

「自
宅
の
前
ま
で
来
て
ほ
し
い
」

と
い
う
ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
ず
に
利
用
者
が
少
な
か
っ
た
。　

ま
た
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
舟
屋
が
並
ぶ

地
区
で
は
、
観
光
客
が
増
え
る
一
方
で
あ
る
の
に
対
し
、
路
線

バ
ス
は
１
時
間
に
１
本
程
度
で
公
共
交
通
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
や
、
舟
屋
周
辺
の
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
自
家
用
車
が
流
入

し
や
す
く
、
狭
い
道
路
で
の
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
い
う
課
題

を
抱
え
て
い
た
。

　

当
初
は
定
時
定
路
線
型
の
グ
リ
ス
ロ
の
導
入
実
証
実
験
も
実
施

し
た
が
２
０
２
１
年
か
ら
現
在
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
が
始
ま
っ
た
。
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
制
度
を
利
用
す
る

に
当
た
っ
て
地
域
公
共
交
通
会
議
で
協
議
を
行
っ
た
が
、
町
内

に
は
個
人
タ
ク
シ
ー
も
含
め
て
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
お
ら
ず
、

反
対
も
な
く
事
業
が
ス
タ
ー
ト
で
き
た
。

導
入
の
背
景

�公共̢̹׀

上�観光客˚混˲ࣱʹ公共̢̹

 
住
民
は
通
院
や
通
学
で
平
日
の
日
中
に
利
用
す
る
一

方
、
観
光
客
は
宿
か
ら
飲
食
店
へ
の
移
動
を
中
心
に

夜
間
に
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
朝
７
時
ȳȴ
分
か
ら
夜

９
時
ま
で
毎
日
利
用
で
き
る
時
間
設
定
に
な
っ
て
い

る
。
予
約
は
利
用
の
30
分
前
ま
で
可
能
。 

車
両
は
、
日
産
の

「ｅț
Ｎ
Ｖ
２
０
０
」
６
人
乗
り
２

台
と

「Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
」
５
人
乗
り
１
台
の
計
３
台
。
補
助

金
を
活
用
し
て
太
陽
光
充
電
設
備
を
整
備
し
て
い
る
。 

予
約
シ
ス
テ
ム
ア
プ
リ
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ

ム
を
提
供
す
る
民
間
企
業
に
開
発
を
委
託
し
た
も
の

を
利
用
。
予
約
方
法
は
住
民
向
け
と
観
光
客
向
け
を

分
け
て
お
り
、
観
光
客
向
け
に
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

予
約
、
住
民
向
け
に
は
２
０
２
０ 

年
か
ら
行
政
防
災

無
線
の
代
わ
り
と
し
て
町
内
の
全
世
帯
に
配
備
し
て

い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

「い
ね
ば
ん
」
を
使
っ
た
予
約

シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
る
他
、
電
話
か
ら
も
予
約

可
能
。
利
用
者
の
自
宅
前
も
乗
降
場
所
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
。 

「
い
ね
タ
ク
」
の
支
払
い
に
も
使
え
る

「
海
の
京
都
コ

イ
ン
」
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
な
っ
て
か
ら
、

７
市
町
の
総
額
で
１
３
０
０
万
円
の
ふ
る
さ
と
納
税

が
集
ま
っ
た
。
海
の
京
都
コ
イ
ン
は
約
２
７
０
施
設
に

お
け
る
、
飲
食
・宿
泊
・体
験
の
支
払
い
に
利
用
可
能
。

伊
根
町
役
場
が
主
導
だ
が
、
観
光
協
会
か
ら
観
光
客

目
線
の
ス
ポ
ッ
ト
の
情
報
を
連
携
し
て
乗
降
地
点
を

追
加
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
協
力
す
る
こ
と
で
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。 

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

●

 

●●●● 

住
民
・
観
光
客
両
者
の
公
共
交
通
の
利
便
性
確
保 

高
齢
化
に
よ
る
生
活
利
用
者
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中
、
観
光
利
用
者
が
住

民
の
生
活
交
通
維
持
に
寄
与

(開
始
以
来
、
利
用
登
録
者
数
お
よ
び
１
便
当

た
り
の
平
均
乗
車
人
数
が
増
え
て
い
る
他
、
観
光
客
の
利
用
も
増
え
て
い
る
) 

泊
食
分
離
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与 

交
通
Ｇ
Ｘ
の
推
進 

生
活
交
通
の
利
便
性
の
向
上

効
果

海ˡ京都̜̍͜

ɔɕ ̜ʏ̲ˡ設置場所̅増˷ˌ˝˜観光客ˡ利用

促進̅ଜ˾一方˚ʆ 利用ˢ町内˞限˾˝˜ˡ制約

˵設˄˙ʷ˾ʇ

観光客と住民のすみ分けを明確に

住民と観光客は同一システムを利用できるが、予約方法に違いがあることなど、住民利用
と観光利用のすみ分けが出来ている点でトラブルのない運営が実現できている。 

町内ˡ全世帯˞配備ˊ˙ʷ˾̨͕̬̱̿

端末 ʚʷˠˣ̆ʛ ̅使˖˙ ʚʷˠ̨̘ʛ

ˡ予約ʿ˚ˀ˾ʇ

ʚʷˠˣ̆ʛ ˢ防災˝˜˞˵利用ˈ˿˙

ʷ˾ʇ

観光客専用予約システム住民専用予約端末 「いねばん」

　

「い
ね
タ
ク
」
の
待
機
場
所
と
な

る
町
役
場
に
太
陽
光
充
電
設
備
を

整
備
し
、
電
気
自
動
車
の
充
電
を

可
能
に
し
た
。

再
エ
ネ
活
用
設
備

充電ާ̴̨͋ʏ太陽光発電̔ʏ͆ʏ̱ˡ電力̅
ʷˠ̨̘˫利用 ȘɩȬɑəȱȯȯș

●●

 

●●●



旅館組合に加盟する30以上の宿泊施設が
送迎を共同化することにより、駅前の渋滞
緩和や来訪者が迷わずに安心して宿泊施設
にたどり着ける環境づくりに成功した事例

兵庫県 豊岡市 城崎地域

　

バ
ス
導
入
前
は
14
時
か
ら
18
時
ご
ろ
に
か
け
て
、
Ｊ
Ｒ 

城
崎

温
泉
駅
前
に
各
旅
館
が
宿
泊
客
を
送
迎
す
る
た
め
の
車
を
停

車
し
て
い
た
た
め
、
利
用
客
か
ら
苦
情
が
相
次
い
だ
。

　

ま
た
、
駅
前
で
の
旅
館
の
客
引
き
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
駅

前
の
混
雑
緩
和
を
実
現
す
る
た
め
三
十
数
年
前
に
旅
館
組
合

が

「チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
バ
ス
」
(導
入
当
初
は
町
内
バ
ス
)
を
導
入

す
る
こ
と
に
決
め
た
。

導
入
の
背
景

15
兵庫県

豊岡市 城崎温泉
兵庫県

豊岡市 城崎温泉

　

城
崎
温
泉
旅
館
協
同
組
合
が
Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
か
ら
旅
館
の

宿
泊
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
に
向
か
う
た
め
に
利
用
で
き
る
共
同

送
迎
バ
ス

「チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
バ
ス
」
を
運
行
し
て
い
る
。
組
合

加
盟
の
77
の
旅
館
の
う
ち
、
駅
か
ら
距
離
が
あ
る
30
〜
40
の
旅

館
の
送
迎
が
こ
の
バ
ス
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
駅
か
ら
旅

館
街
に
続
く
道
が
大
き
く
二
方
向
に
分
か
れ
る
た
め
27
人
乗
り

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
毎
日
午
後
12
時
30
分

〜
午
後
６
時
ま
で
約
30
分
ご
と
に
送
迎
を
行
な
っ
て
い
た
。

概
要

　

城
崎
温
泉
旅
館
協
同
組
合

(以
下
、

旅
館
組
合
)
が
運
行
を

バ
ス
会
社
に
委
託
し
、
委
託
を
受
け
た
全
但
バ
ス
株
式
会
社
が

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
許
可
申
請
を
行
っ
て
い
る
。

運
行
方
法

費
用
負
担

支
出

導
入
時
:
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
豊
岡
市
の
助
成
金
で
１
台
目
を

　
　
　
　
　
　
　

購
入
、
そ
の
後
、
助
成
も
受
け
つ
つ
旅
館
組
合　

　
　
　
　
　
　
　

か
ら
も
支
出
し
て
２
台
目
を
購
入
し
た

運
営
後

:
バ
ス
会
社
へ
の
運
行
委
託
費
、
駅
で
の
案
内
職
員

　
　
　
　
　
　
　

の
人
件
費

(

直
接
、

旅
館
組
合
か
ら
支
出

)

を

　
　
　
　
　
　
　

負
担
し
て
い
る

収
入

　

利
用
料
金
は
利
用
客
が
直
接
支
払
う
の
で
は
な
く
、
運
転

士
が
利
用
客
の
旅
館
を
記
録
し
て
、
月
末
に
旅
館
組
合
を

通
し
て
各
旅
館
へ
請
求
す
る

●
　

●

　

駅
前
に
必
要
以
上
に
車
が
止
ま
る
こ
と
も
な
く
混
雑
は
緩
和

さ
れ
た
。

　

多
数
の
宿
泊
施
設
が
あ
る
中
で
、
宿
泊
者
に
と
っ
て
分
か
り

や
す
い
送
迎
が
実
現
。

　

各
宿
泊
施
設
が
自
前
で
バ
ス
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
時
よ
り
も
コ
ス
ト
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

効
果

˱̆˓˼ ȧৰ૽ഇޑ ȹ 豊岡市 ȩ

城崎ˡ町༊˲ ȧৰ૽ഇޑ ȹ 豊岡市 ȩ

　

大
き
な
旅
館
や
ホ
テ
ル
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

バ
ス
の
利
用
者
が
多
い
際
は
、
事
前
に
フ
ァ

ク
ス 

で
組
合
ま
で
利
用
者
数
を
知
ら
せ
て

も
ら
い
、
状
況
に
応
じ
て
全
但
バ
ス
に
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
か
ら
大
型
バ
ス
に
変
え
て
も

ら
っ
て
い
る
。

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

人ࢩ Ȧ ȲȫȰȱȴ人

࿐୭ Ȧ ȲȰȭȰȸ ⼰

人ྭࢩോ Ȧ ȰȯȯȭȰȸ人 Ȯ⼰

࿂˚ʵ˾ ʚچ˴˃˽ʛ ˡုঘ ȧৰ૽ഇޑ ȹ 豊岡市 ȩ

写真提供 ： 豊岡市

駅前ˡ̢̪̬̘̹̐̍͜案内

ࡕ
െໆސ

兵庫県

̢̪̬̘̹̐̍͜

城崎温泉旅館協同組合

周遊交通

■ 取り組み主体

■ 交通課題
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支
出

導
入
時
:
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
豊
岡
市
の
助
成
金
で
１
台
目
を

　
　
　
　
　
　
　

購
入
、
そ
の
後
、
助
成
も
受
け
つ
つ
旅
館
組
合　

　
　
　
　
　
　
　

か
ら
も
支
出
し
て
２
台
目
を
購
入
し
た

運
営
後

:
バ
ス
会
社
へ
の
運
行
委
託
費
、
駅
で
の
案
内
職
員

　
　
　
　
　
　
　

の
人
件
費

(

直
接
、

旅
館
組
合
か
ら
支
出

)

を

　
　
　
　
　
　
　

負
担
し
て
い
る

収
入

　

利
用
料
金
は
利
用
客
が
直
接
支
払
う
の
で
は
な
く
、
運
転

士
が
利
用
客
の
旅
館
を
記
録
し
て
、
月
末
に
旅
館
組
合
を

通
し
て
各
旅
館
へ
請
求
す
る

住民生活と共存でき、悪条件な道でも安全
な交通としてグリーンスローモビリティを
実装した事例

島根県 大田市 
大森地区

　

２
０
０
７
年
に
石
見
銀
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
際
、

「パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
」
方
式
の
導
入
に
よ
り
、
駐
車
場
や

麓
か
ら
の
路
線
バ
ス
の
終
点
と
な
る
大
森
地
区
と
龍
源
寺
間

歩
と
を
結
ぶ
バ
ス
が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
バ
ス
以
外
の
大

型
車
両
の
進
入
が
禁
止
さ
れ
た
が
、
騒
音
や
排
ガ
ス
に
よ
る

住
民
生
活
へ
の
悪
影
響
を
踏
ま
え
、
１
年
で
廃
止
。

　

以
降
は
大
森
地
区
か
ら
龍
源
寺
間
歩
の
間
を

「パ
ー
ク
ア
ン

ド
ウ
ォ
ー
ク
」
と
し
て
大
森
地
区
よ
り
先
の
観
光
車
両
進
入
を

禁
止
し
た
。

　

一
方
、
観
光
客
向
け
駐
車
場
や
大
森
地
区
と
龍
源
寺
間
歩
ま

で
の
間
に
は
相
当
の
高
低
差
が
あ
り
、
高
齢
者
な
ど
移
動
制

約
が
あ
る
人
に
と
っ
て
観
光
が
困
難
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
２
０
１
７
年
ご
ろ
か
ら
改
め
て
住
民
自
ら
が
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
検
討
し
、
国
の
支
援
も
得
た
複
数
手
段
の
実
証
実

験
を
経
て
、
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
型
の
グ
リ
ス
ロ
の
導
入
に
至
っ
た
。

導
入
の
背
景

16
島根県

大田市 大森地区
石見銀山

　

高
低
差
の
大
き
い
山
間
に
あ
っ
て
道
路
が
狭
く
、
住
民
生
活

も
営
ま
れ
て
い
る
人
気
観
光
地
に
お
い
て
、
低
速
・
排
ガ
ス
を

出
さ
な
い
と
い
う
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

(以
下
、
グ

リ
ス
ロ
)
の
メ
リ
ッ
ト
に
注
目
。
観
光
客
向
け
の
交
通
手
段
と

し
て
導
入
さ
れ
、
「ぎ
ん
ざ
ん
カ
ー
ト
」
と
い
う
愛
称
で
路
線

バ
ス
の
終
点
と
な
っ
て
い
る
集
落
か
ら
観
光
施
設

(龍
源
寺
間

歩
)
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

出
発
地
か
ら
終
点
ま
で
の
運
賃

(４
０
０
円
)
と
住
民
利
用

の
あ
る
終
点
手
前
の
バ
ス
停
ま
で
の
運
賃

(１
０
０
円
)
に
差

を
つ
け
、
収
益
化
と
住
民
生
活
に
お
け
る
安
価
な
利
用
の
両
面

を
実
現
し
て
い
る
。

概
要

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
登
録
を
受
け
て
定
時
定
路
線
で
運
行
。

運
行
方
法

費
用
負
担

支
出

・
環
境
省
の
実
証
実
験
期
間
中

(イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
)

　

 

車
両
費

(
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
型
２
台
)
・
保
険
費

・
シ
ス
テ

　

 

ム
開
発
保
守
等
で
か
か
る
約
５
３
０
０
万
円
は
環
境
省
の

　

 

補
助
を
活
用

(
実
験
後
、
車
両
は
環
境
省
か
ら
大
田
市

　

 

へ
無
償
貸
与
)

　

 

運
転
士
人
件
費
約
１
６
０
０
万
円
は
大
田
市
が
支
出

・
運
行
後

(ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
)

　

 

運
転
士
人
件
費
・
保
険
費
・
シ
ス
テ
ム
保
守
費
で
掛
か
る

　

 

約
１
２
０
０
万
円
は
大
田
市
が
補
填

収
入

・
令
和
４
年
度
の
運
賃
収
入
は
約
８
０
０
万
円

>

補
助
事
業
の
活
用
お
よ
び
沿
線
の
観
光
事
業
に
よ
る
収

　

 

入
増
に
よ
り
地
域
全
体
で
支
え
る
考
え
で
運
行

●
　

●

　

住
民
生
活
へ
の
悪
影
響
を
抑
え
つ
つ
、
住
民
の
足
と
移
動
制

約
者
を
含
む
観
光
客
の
足
を
確
保
し
て
お
り
、 

過
去
運
行
し

て
い
た
バ
ス
と
グ
リ
ス
ロ
を
比
較
す
る
と
飛
躍
的
に
Ｃ
Ｏ 　

削

減
が
で
き
て
い
る
。

効
果

̢̙͓͖ˡ̢̨ʏ̱˚ʵ˾

ʚ大森ఽۥ੬୳ʛ

　

２
０
１
７
年
以
降
の
再
検
討
の
段
階
に

お
い
て
グ
リ
ス
ロ
の
運
行
に
対
す
る
否
定

的
な
住
民
意
見
も
あ
っ
た
が
、
地
域
の
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
が
幾
つ
も
の
自
治

体
を
説
得
し
、
導
入
が
実
現
し
た
。

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

人ࢩ Ȧ ȳȯȱ人

面୭ Ȧ ȱȸȭȲȴ⼰

人ྭࢩ度ȦȰȲȭȵȸ人Ȯ⼰

運営ˊ˙ʷ˾̨͕̞̘͔̍͜هఔˡ場੬ˢ

˵˛˵˛ˢ̢̨̦͓̲̕͜͜˓˖˒

̢̙͓͖ˡ̝ʏ͔˚ʵ˾

龍源寺間歩ߑ

ʚˁ̆ˉ̆̔ʏ̱ʛ ˡ運行͔ʏ̱

島根県

ࡕ൙ࢷ

周遊交通

大田市（レンタサイクル河村へ運行委託）
株式会社バイタルリード

■ 取り組み主体

■ 交通課題

̺ʏ̘̲̲̋̋͒̍͜実証実験ˡုঘ͔ʏ̱˚料金˞差̅設˄˙ʷ˾



地域課題から発生した AI オンデマンド
交通を観光需要にも対応させた事例

三豊市
暮らしの交通株式会社

周遊交通

■ 取り組み主体

■ 交通課題
香川県 三豊市

　

公
共
交
通
機
関
の
不
便
に
つ
い
て
、
「
地
方
で
の
移
動
の
格
差

が
学
習
機
会
の
格
差
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
課
題
感
を

持
っ
て
い
た
慶
應
義
塾
大
学
の
現
役
学
生
で
あ
っ
た
田
島
颯
氏

の
呼
び
掛
け
で
、
２
０
２
２
年
９
月
に
地
域
タ
ク
シ
ー
事
業
者
、

地
元
企
業
、
地
域
関
連
企
業
、
計
Ȱㄓ
社
が
発
起
人
と
な
り

「暮

ら
し
の
交
通
株
式
会
社
」
を
設
立
。
香
川
高
等
専
門
学
校

(
詫

間
キ
ャ
ン
パ
ス　

三
豊
市
詫
間
町
)
へ
の
交
通
手
段
を
デ
マ
ン
ド

交
通
に
よ
っ
て
確
保
す
る
と
と
も
に
、
近
年
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
話

題
と
な
っ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
父
母
ヶ
浜

へ
の
送
迎
で
も
活
躍
し
て
い
る
。

導
入
の
背
景

17
香川県
三豊市

　

若
者
の
声
を
発
端
に
し
て
地
域
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が

参
画
し
、
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

「瀬
戸
内
ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
(モ
ビ
)」

を
提
供
し
て
い
る
。
住
民
の
利
用
に
加
え
て
、
観
光
客
の
周
遊

交
通
手
段
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

概
要

　

実
証
実
験
と
し
て
運
行

(道
路
運
送
法
第
21
条
許
可
)。

運
行
方
法

費
用
負
担

　

２
０
２
２
年
度
に
国
土
交
通
省
の

「共
創
モ
デ
ル
実
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

(共
創
に
よ
る
地
域
交
通
形
成
支
援
事
業
)」
採
択

を
受
け
た
。
実
証
終
了
後
の
支
出
は
月
額
約
１
６
０
万
〜
２
０

０
万
円
、
収
入
は
月
１
０
０
万
円
未
満
。
資
金
面
で
行
政
か
ら

の
補
助
は
な
い
。
運
賃
は
定
額
制
で
一
般
は
月
額
６
０
０
０
円
、

学
生
は
月
額
３
０
０
０
円
に
設
定
。
観
光
客
向
け
の
ワ
ン
タ
イ

ム
利
用

(１
回
乗
車
で
５
０
０
円
)
も
で
き
る
。

　

利
用
者
の
構
成
は
、
学
生
が
６
割
、
観
光
客
が
３
割
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
学
生
の
保
護
者
か
ら
好
評
で

「送
迎
の
必
要
が

な
く
な
っ
た
上
に
、
プ
ロ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
家
の
近
く
ま
で
送
り

届
け
て
く
れ
て
安
心
」
と
い
っ
た
声
や

「
毎
日
利
用
す
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
学
生
料
金
設
定
は
安
価
に
感
じ
る
」
と
の
声
が

あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
自
走
化
に
向
け
て
観
光
客
や
高
齢
者
の
利

用
を
促
進
し
て
い
く
。

効
果

သ日ʿ๋ৱˌ˾ုঘʿຊˊʷ˛観光客

˞人ܶˡ̢̬̱͆˚ʵ˾父母͟浜

̢͇ʏ̱̾̒͜˚۾౧˞呼˦出ˎ˾

Șৰ૽提供 ȹ 暮˼ˊˡ交通株式会社ș

　

移
住
者
の
視
点
か
ら
教
育
に
お
け
る
課

題
を
見
つ
け
、
解
決
の
た
め
に
尽
力
し
て

い
る
田
島
氏
の
存
在
は
地
域
に
と
っ
て
大

き
い
。

　

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ 

株
式
会
社
と
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

株
式
会
社
に
よ
る
合
弁
会
社
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ

ｎ
ｉ
ｔ
ｙ　

Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
株
式
会
社

が
提
供
す
る
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
ブ

ラ
ン
ド

「ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
」
で
は
、
デ
マ
ン
ド
交

通
で
は
珍
し
い
原
則
月
額
定
額
料
金
を
設

定
し
て
い
る
。
実
現
に
向
け
て
は
瀬
戸
内

地
域
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の
説
明
や
調

整
が
最
大
の
困
難
で

「
瀬
戸
内
ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
」

に
参
画
し
な
い
と
い
う
タ
ク
シ
ー
事
業
者

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
運
行
を
開
始
し
て

み
る
と

「
ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
」
は
学
生
の
利
用
が

大
半
で
、
市
内
運
行
エ
リ
ア
の
タ
ク
シ
ー

利
用
者
は
高
齢
者
が
中
心
だ
っ
た
た
め
パ

イ
の
奪
い
合
い
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

人ࢩ Ȧ ȵȰȫȴȰȷ人

面୭ Ȧ ȱȱȱȭȶ ⼰

人ྭࢩ度 Ȧ ȱȶȵȭȱȳ人 Ȯ⼰

ʚɵɷɦɮʛ ˡ車内

Șৰ૽提供 ȹ 暮˼ˊˡ交通株式会社ș

提供 : 暮らしの交通株式会社

暮˼ˊˡ交通株式会社ȗ田島颯ఽວ役社್

Ș提供 Ȧ暮˼ˊˡ交通株式会社ș

暮˼ˊˡ交通株式会社ˡ̞̱̏̐̿̍˚ˢɵɷɦɮ ̅

˖˒観光̰͔̜͋ʏ̢̅લ٨ˊ˙ʷ˾

එ島ࡕ

香川県



地域組織がエネルギーの地産地消を実現し、
離島での観光周遊交通を実現させた事例

大分県 姫島村

　

観
光
客
が
周
遊
に
利
用
で
き
る
交
通
手
段
が
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

以
外
に
な
く
、
徒
歩
で
は
フ
ェ
リ
ー
の
時
間
ま
で
に
島
内
観
光

し
切
れ
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
島
の
自
然
と
環

境
を
守
る
こ
と
や
船
で
の
ガ
ソ
リ
ン
輸
送
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
な

ど
を
考
慮
し
、
太
陽
光
発
電
を
活
用
し
た
Ｅ
Ｖ
車
を
導
入
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

導
入
の
背
景

18
大分県
姫島村

　

一
般
社
団
法
人
姫
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
、
超
小
型
電
動
モ

ビ
リ
テ
ィ
な
ど
29
台
を
導
入
し
て
離
島
で
の
レ
ン
タ
カ
ー
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
観
光
客
が
減
少
す
る
時
期
に
は
他
地
域
へ
の

貸
し
出
し
も
行
う
な
ど
、
稼
働
率
向
上
に
も
積
極
的
で
あ
る
。

電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
事
務
所
で
使
う
電
気
に
つ
い
て
は
す
べ
て

事
務
所
横
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト
で
発
電
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
充
当
。
エ
コ
カ
ー
を
基
軸
に
し
た
事
業
で
島
に
新

た
な
雇
用
も
創
出
し
て
い
る
。
グ
リ
ス
ロ
を
活
用
し
て
自
家
用

有
償
旅
客
運
送
に
よ
る
高
齢
者
の
通
院
や
ガ
イ
ド
が
運
転
手
と

な
っ
た
観
光
客
輸
送
も
行
っ
て
い
る
。

概
要

　

一
般
社
団
法
人
姫
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
自
家
用
自
動
車
有

償
貸
渡
業

(レ
ン
タ
カ
ー
事
業
)
の
許
可
を
得
る
と
と
も
に
、

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
登
録
を
受
け
て
運
行
。

運
行
方
法

　

来
島
者
が
滞
在
時
間
を
有
効
活
用
で
き
る
た
め
島
内
で
の
消

費
機
会
が
拡
大
さ
れ
た
。

　

島
で
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
乗
る
こ
と
自
体
が
旅
の
楽
し
み
に
な

り
、
事
業
開
始
後
は
来
島
客
数
が
10
％
増
加
し
て
い
る
。

効
果

観光客˵గ˂དྷ˿˾ ʚ姫島ˡ྅ျʛ

͓̾̐ʏˢ行ˀ˛ܴ˽˚ڜㄒㄓ༠ˍ˗ȗȗ

　

一
般
社
団
法
人
姫
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

中
核
法
人
の
Ｔț

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社
の

他
、
観
光
関
係
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

金
融
機
関
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
観
光
・
地

域
振
興
と
低
炭
素
社
会
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
地
域
組
織
で
、
農
泊
の
地
域
協
議
会

(
ま
た
は
そ
の
中
核
法
人
)
と
近
い
立
場

で
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
点
が
参
考

と
な
る
事
例
で
あ
る
。

　

取
り
組
み
の
宣
伝
に
は
姫
島
村
役
場
や

地
元
メ
デ
ィ
ア
の
協
力
も
あ
っ
た
。

　

事
業
実
施
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て

は
島
外
の
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
で
従
業
員
が

研
修
し
た
。

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

人ࢩ Ȧ Ȱȫȴȳȸ人

࿐積 Ȧ ȵȭȸȸ⼰

人ྭࢩ度 Ȧ ȱȱȰȭȵȯ人 Ȯ⼰

電動̨̼͓̯͕͋̌̔͜ʏ˝˜ㄓㄚ台ˡ一例 Șㄓㄑㄓㄔ年ㄙ࠼時点ș

͕̘̪͌ʏ̅受˄˾観光客

費
用
負
担

エ
コ
カ
ー
導
入

国
土
交
通
省
の
補
助
金
:
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
促
進
事
業

環
境
省
の
補
助
金
:
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費

等
補
助
金

(公
共
交
通
機
関
の
低
炭
素
化
と
利
用
促
進
に

向
け
た
設
備
整
備
事
業
)

充
電
機
の
設
置

大
分
県
が
半
分
を
補
助

そ
の
他
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
活
用
し
、
寄
付
者

に
は
特
産
品
や
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
を
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
る
。

運
営
費
に
つ
い
て
は
当
初
は
年
間
５
０
０
万
円
ほ
ど
だ
っ
た

が
、
規
模
拡
大
に
伴
い
年
間
１
０
０
０
万
円
程
度
と
な
っ
て

い
る
が
、
経
営
は
安
定

●●　●

太陽光発電˚ˌˬ˙充電

̨͕͔̅͜行ʹ姫島̜̭̑ʏ͓̣͉ˡ

ȱڂˢ̔̾̐˵༃設

大分県

周遊交通

一般社団法人姫島エコツーリズム
T-PLAN 株式会社

■ 取り組み主体

■ 交通課題


